
番号 質問日 ご質問やご意見などありましたら、お書きください。 回答日 回答 

1 7月 

27日 

陵南中はそのまま建て替え、陵西と陵東を統合すれば良い

と思う。 

小学校は、統合で通学距離が遠くなることが心配である。 

規模が大きいといじめも心配。 

小学校の統合はしかたがないと思うが、中学校は必要ない。 

8月 

17日 

中学校の統合については、あり方検討委員会で様々な

意見をいただきました。中学校の校舎については、建設

後 50 年前後を経過し、老朽化が課題として挙げられ

ます。また、中学校２校案の場合、中学校の生徒数の偏

りが生じるため、統合してから１５年後くらいに再統

合について検討の必要が生じることも予想されます。

こうした課題を解決するために、学区再編についても

検討されましたが、答申の「学区の見直しはしない」と

いう結論を市教育委員会は尊重して、「1校」と計画に

位置付けました。 

今後、大規模校のメリット、デメリットを整理し、デメ

リットに対する様々な対策を講じることで大規模校で

も安心して中学校生活を送れるように環境整備を進め

ます。 

2 7月 

27日 

中学校１つにしないでほしい。陵東と陵西を一緒にして、

陵南と２つ中学校があっていいと思う。小学校はその計画

でも仕方ないが中学校１つになるのは反対だ。１つになれ

ば人がいっぱいになり一人一人を見てもらえないのではな

いかと不安だ。１つになるのは絶対に反対だ。 

8月 

17日 

中学校の統合については、あり方検討委員会で様々な

意見をいただきました。中学校２校案の場合、中学校の

生徒数の偏りが生じるため、統合してから１５年後く

らいに再統合について検討の必要が生じることも予想

されます。学校の規模が大きくなることにより、学級数

が増えるとともに、教職員の人数も増え、より多くの目

で見守ることができると考えております。 

３ 7月 

30日 

少子化対策の一環としてとても共感出来ます。子供の数の

減少に歯止めが掛からなければもっと減らす必要があると

思います。人口が減れば税収も減り公共に使う事の出来る

予算が限られ、市として成り立たなく成るのでは無いかと

危惧しているところであります。抜本的に少子化対策を行

うのであるのならば、公立学校の縮小は元より子供を増や

8月 

17日 

資源の集中という点も考慮しながら、児童生徒にとっ

てよりよい学習環境が作れるよう学校施設整備計画を

進めてまいります。また、人口減少対策につきまして

も、関係各課と連携しながら考えていきたいと思いま

す。 



す施策も並行して行っていく必要があるのでは無いかと思

います。例えば子供 1 人出生につき 1000 万円の給付金

と言う施策があれば子供の数の減少に歯止めを掛けること

が出来るのやも知れません。公立学校を減らす事も重要で

すが、減らした数よりも子供が減ってしまっては本末転倒

と言わざるを得ない状況になってしまうように思います。

両立を図りながら効率よく循環する寒河江市政であって欲

しいと思います。 

４ 7月 

31日 

南部学区です。統合して学校までの通学距離が遠くなると

心配です。中学は陵南はそのままで良いと思います。規模

が大きくなりすぎると思います。いじめも心配です。   

どちらも通学路手段をきちんと考えてください。親の送迎

は不可能です。 

8月 

17日 

中学校の統合については、あり方検討委員会で様々な

意見をいただきました。学校の規模については、令和

10年度の開校時は 985人を予定していますが、令和

1６年には 886人までの減少が推測されます。 

いじめについては、教員数が増えることで、生徒一人一

人を見守る目を増やし、教員同士で気になる生徒につ

いての情報交換を密にして対応します。また、現在も各

小中学校で行っているいじめ調査アンケート等も活用

しながら、いじめを見逃さず、積極的認知をし、その解

消に取り組んでいきます。 

通学方法については、学校からの距離によって、スクー

ルバスや公共バス、JR等の通学方法も検討しておりま

す。 

5 8月 

1日 

高松学区に住んでいます。 

醍醐小に通う際、寒河江川を必ず渡らないといけないと思

いますが、橋の柵が低いのが心配です。今のままでは、いつ

の日か事故が起きると思います。 

通学路に対する対策はございますか？ 

9月 

14日 

旧学区をまたいでの通学の場合は、スクールバスの運

行を検討しております。児童の安全を第一に考えた登

下校の計画を立てる予定です。 

6 8月 

1日 

中学に近い場所として、内の袋に家を建てたばかりでした

ので、中学校の場所が変わるのは嫌です。内の袋には、小さ

9月 

14日 

建設予定地につきましては、現在、庁内での検討委員会

を立ち上げ検討しているところでございます。通学な



な子が沢山いて同じ考えで家を建てた方も居るはずです。 

現陵南中付近に建設お願いしたいです。また、範囲が広す

ぎるためせめて２つの学校にしてはいかがでしょうか。 

どを考慮し選定を進めている状況です。丁寧に時間を

かけて検討していきます。 

 

7 8月 

5日 

中学校の想定人数が 980名というのは、あまりにも多すぎ

て、施設設備の効率化が優先されているように思えます。 

例えば部活動などは、中体連も変化していくのでしょうが、

近隣との試合などが減少する、一チームあたりの人数が増

える→試合に出る機会が減る、などデメリットが多いよう

に思えます。 

ハード面以上にソフト面に配慮が必要で、教室での学びと

ともに、さまざまな機会や経験を通じて徳を育むことが必

要なのではないかと感じます。部活も地域移行が進んでい

ますが、心が育てられているか、大切な部分だと思います。 

自分の子を 980名、学年 300名の学校にいれたいとはち

ょっと思えません。中学校を統合するにせよ、一校ではな

く二校にすべきと思います。ぜひ慎重に進めて行っていた

だきたいです。 

9月 

14日 

中学校の統合については、あり方検討委員会で様々な

意見をいただきました。２校案の場合、中学校の生徒数

の偏りが生じるため、統合してから１５年後くらいに

再統合について検討の必要が生じることも予想されま

す。こうした課題を解決するために、学区再編について

も検討されましたが、答申の「学区の見直しはしない」

という結論を市教育委員会は尊重して、「1校」と計画

に位置付けました。 

計画については、様々なご意見をいただきながら内容

を整理し、一部変更等を視野に入れ、いろいろなことを

想定しながら検討を進めております 

部活動については、現在、別に中学校部活動の地域移行

に関わる検討会議を持ち、検討を進めております。 

8 8月 

9日 

 

小中学校を統合する計画の前に、保育園を増やしてほしい。

途中入園もできなくて困る。 

保育園に入れず働く事ができない。 

白岩、醍醐等人数の少ない所は統合してもよいが、中部と

かは、今でさえ人数が多く、一人一人に教育がいきとどい

ていないのに、1 つにしてしまったら、益々教育が行き届

かなくなるとおもう。中学校も同じ！ 

統合に税金をつかうなら、もっと、困ってる人達の事を考

えて使ってほしい。 

9月 

14日 

保育園のことについてのご意見は、子育て推進課に伝

えます。 

寒河江中部小学校に関しては、令和１３年度以降に検

討をしていく予定です。 

一人一人の子どもたちに目が届くよう、学校の体制を

整え、子どもたちの成長を支援していけるよう努力し

ていきたいと思います。 

 

 


